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か
た
ち
で
提
示
し
た
。「
偽
警
官
」
ト
ル
ス
カ
イ
ヨ
ン
や
次
々

と
現
れ
る
「
自
転
車
巡
査
」
な
ど
、
法
の
番
人
た
る
警
察
が
現

れ
る
と
き
に
常
に
怪
し
さ
が
つ
き
ま
と
う
の
は
そ
の
象
徴
で
あ

る
し
、
ま
た
外
国
人
観
光
客
に
「
大
ガ
イ
ド
」
と
も
て
は
や
さ

れ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
案
内
す
る
パ
リ
は
、
名
所
と
な
る
建
造
物

の
同
定
が
で
き
な
い
意サ

ン

ス

味
＝
方
向
の
あ
や
ふ
や
な
街
と
な
る
。

そ
し
て
、
登
場
人
物
の
紋
切
り
型
的
な
発
言
に
よ
り
、
常
識
的

な
秩
序
が
こ
の
世
界
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、「
オ
ケ

ツ
ぶ
ー
！
」
と
叫
ん
で
そ
れ
を
阻
止
す
る
ザ
ジ
は
、
こ
の
「
あ

べ
こ
べ
の
世
界
」
を
必
死
で
守
ろ
う
と
す
る
少
女
の
よ
う
に
も

見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
最
後
に
も
う
ひ

と
り
の
少
女
が
ザ
ジ
の
仲
間
と
し
て
浮
上
す
る
。
そ
れ
は
、

「
不
思
議
の
国
」
の
少
女
ア
リ
ス
で
あ
る
。
彼
女
は
ま
た
、
現

実
世
界
を
拒
否
し
つ
つ
、
夢
や
無
意
識
と
い
っ
た
内
面
世
界
の

欲
求
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
だ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
に
と

っ
て
の
「
守
護
聖
女
」
で
あ
っ
た
。
ザ
ジ
に
は
、
か
つ
て
ク
ノ

ー
が
加
わ
っ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
精
神
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

西
鉄
電
車
を
歩
く

―
松
本
清
張
『
点
と
線
』

―安　

岡　

孝　

一

　

松
本
清
張
『
点
と
線
』（
雑
誌
『
旅
』
昭
和
三
二
年
二
月
号

〜
昭
和
三
三
年
一
月
号
初
出
）
に
登
場
す
る
鳥
飼
重
太
郎
は
、

福
岡
署
古
参
の
中
年
の
刑
事
な
の
だ
が
、
西
鉄
電
車
の
乗
り
方

が
す
こ
ぶ
る
奇
妙
だ
。
福
岡
署
か
ら
香
椎
に
向
か
う
際
に
、
西

鉄
の
箱
崎
電
停
と
競
輪
場
前
駅
の
間
を
、
何
度
も
歩
い
て
乗
り

換
え
て
い
る
。
し
か
し
、
箱
崎
電
停
と
競
輪
場
前
駅
は
、
直
線

距
離
に
し
て
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
は
離
れ
て
い
る
の
だ
。
歩
い

て
乗
り
換
え
る
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
遠
す
ぎ
る
。

　

昭
和
三
二
年
当
時
で
あ
れ
ば
、
福
岡
署
の
あ
る
県
庁
前
電
停

か
ら
、
競
輪
場
前
へ
と
向
か
う
に
は
、
西
鉄
福
岡
市
内
線
の
24

系
統
か
25
系
統
に
乗
れ
ば
い
い
。
乗
り
換
え
無
し
に
、
路
面
電

車
一
本
で
競
輪
場
前
ま
で
行
け
る
。
福
岡
市
内
線
は
当
時
一
三

円
均
一
だ
っ
た
の
で
、
箱
崎
ま
で
乗
っ
て
も
、
競
輪
場
前
ま
で

乗
っ
て
も
、
同
じ
一
三
円
。
わ
ざ
わ
ざ
箱
崎
か
ら
一
七
〇
〇
メ

ー
ト
ル
も
歩
い
て
乗
り
換
え
る
の
は
、
時
間
と
労
力
の
無
駄
だ
。

な
の
に
、
な
ぜ
鳥
飼
重
太
郎
は
、
県
庁
前
か
ら
競
輪
場
前
へ
直
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接
行
か
ず
に
、
県
庁
前
か
ら
箱
崎
へ
と
向
か
っ
た
の
か
。

　

奇
妙
と
言
え
ば
、
鳥
飼
重
太
郎
が
、
西
鉄
香
椎
駅
と
国
鉄
香

椎
駅
の
間
を
、
何
度
も
歩
い
て
確
か
め
る
シ
ー
ン
は
、
鉄
道
フ

ァ
ン
の
目
か
ら
す
る
と
、
す
こ
ぶ
る
奇
妙
だ
。
両
駅
の
間
を
六

分
間
で
歩
く
、
と
い
う
こ
と
自
体
は
確
か
に
正
し
い
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
昭
和
三
二
年
当
時
、
西
鉄
の
踏
切
が
あ
っ
た
は
ず
な

の
だ
。
西
鉄
宮
地
岳
線
は
単
線
な
の
で
、
運
悪
く
西
鉄
香
椎
駅

で
の
列
車
交
換
に
ひ
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、
下
り

と
上
り
の
両
方
の
電
車
を
踏
切
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な

る
と
、
六
分
間
で
歩
く
の
は
無
理
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
鳥
飼

重
太
郎
は
、
こ
の
踏
切
の
存
在
を
全
く
意
に
介
し
て
お
ら
ず
、

両
駅
間
を
歩
く
の
に
必
要
な
時
間
が
変
化
し
う
る
、
と
い
う
事

実
を
計
算
に
入
れ
て
い
な
い
。
福
岡
署
古
参
の
刑
事
ら
し
か
ら

ぬ
判
断
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
松
本
清
張
が
『
点
と
線
』
と
い
う
作
品
中
に
、

箱
崎
や
香
椎
と
い
っ
た
地
名
を
登
場
さ
せ
た
の
は
、『
旅
』
と

い
う
雑
誌
の
性
格
上
、
必
要
な
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ

の
結
果
、
鳥
飼
重
太
郎
と
い
う
登
場
人
物
が
、
多
少
な
り
と
も

奇
妙
な
行
動
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
許
さ
れ
る
こ
と
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
『
点
と
線
』
は
、
あ
の
「
四
分
間
の
空

白
」
で
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、
い
わ
ゆ
る
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
の

嚆
矢
な
の
だ
。
そ
の
中
で
、
鳥
飼
重
太
郎
だ
け
に
、
合
理
的
で

な
い
鉄
道
の
使
い
方
を
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
不
合
理
な

ら
不
合
理
な
り
に
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ

う
。

　

そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
そ
う
な
の
が
、『
旅
』
昭
和
三
二
年
三

月
号
一
一
五
頁
、『
点
と
線
』
連
載
第
二
回
の
福
岡
周
辺
地
図

だ
。
こ
の
地
図
は
、『
点
と
線
』
の
雑
誌
初
出
に
だ
け
使
わ
れ

て
い
て
、
単
行
本
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

鉄
道
フ
ァ
ン
な
ら
ば
、
こ
の
地
図
が
昭
和
三
二
年
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
に
、
す
ぐ
気
づ
く
か
ら
だ
。
西
鉄
香
椎
駅
が
「
新
香

椎
」
に
な
っ
て
い
る
。
西
戸
崎
〜
和
白
が
国
有
化
さ
れ
て
い
な
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い
。
雁
の
巣
飛
行
場
が
存
在
し
て
い
る
。
ど
う
考
え
て
も
、
昭

和
一
〇
年
代
の
地
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
板
付
飛
行

場
は
昭
和
二
〇
年
以
降
な
の
で
、
そ
の
部
分
だ
け
追
記
し
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
福
岡
周
辺
地
図
を
描
い
た
の
は
誰
な
の
か
。『
旅
』
編

集
部
す
な
わ
ち
日
本
交
通
公
社
は
、
昭
和
三
二
年
に
、
こ
ん
な

古
い
地
図
を
準
備
し
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
。
挿
絵
を
担
当
し
た

佐
藤
泰
治
の
サ
イ
ン
も
な
い
の
で
、
佐
藤
泰
治
で
も
な
さ
そ
う

だ
。
と
な
る
と
、
や
は
り
松
本
清
張
本
人
が
、
こ
の
地
図
の
版

下
を
描
い
た
可
能
性
が
最
も
高
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
地

図
は
、
清
張
の
記
憶
の
中
の
福
岡
に
、
昭
和
三
二
年
時
点
の

「
板
付
」
が
追
記
さ
れ
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

清
張
の
記
憶
の
中
の
福
岡
、
と
書
い
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

清
張
は
、
昭
和
八
年
末
か
ら
昭
和
九
年
五
月
頃
に
か
け
て
、
博

多
の
島
井
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
所
に
、
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
の
頃
、
ま
だ
西
鉄
は
設
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
福
博

線
（
西
新
町
〜
県
庁
前
〜
東
町
〜
千
代
町
〜
箱
崎
〜
工
科
前
）

は
東
邦
電
力
の
、
宮
地
岳
線
（
新
博
多
〜
新
香
椎
〜
和
白
〜
宮

地
岳
）
は
博
多
湾
鉄
道
汽
船
の
路
線
だ
っ
た
。

　

島
井
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
所
の
最
寄
り
電
停
は
東
町
で
、
箱
崎

や
工
科
前
へ
は
路
面
電
車
一
本
で
行
け
た
が
、
新
香
椎
へ
行
く

に
は
、
ど
こ
か
で
電
車
を
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
、

福
博
線
か
ら
宮
地
岳
線
に
乗
り
換
え
る
に
は
、
工
科
前
電
停
か

ら
箱
崎
松
原
駅
へ
歩
く
か
、
箱
崎
電
停
か
ら
箱
崎
宮
前
駅
へ
歩

く
か
、
い
ず
れ
で
も
徒
歩
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
乗
り
換
え
だ
っ

た
。
清
張
が
、
福
博
線
か
ら
宮
地
岳
線
へ
の
乗
り
換
え
に
、
好

ん
で
筥
崎
宮
の
参
道
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
、
箱
崎
電
停
か
ら
箱

崎
宮
前
駅
ま
で
歩
い
て
い
た
と
し
て
も
、
昭
和
九
年
頃
な
ら
ば

何
の
不
思
議
も
な
い
。

　

ま
た
、
昭
和
九
年
頃
で
あ
れ
ば
、
新
香
椎
駅
と
国
鉄
香
椎
駅

の
間
の
踏
切
に
は
、
遮
断
機
も
警
報
機
も
な
か
っ
た
。
清
張
が
、

こ
の
踏
切
の
こ
と
を
、
ほ
と
ん
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
電
車
は
新
香
椎
駅
で
速
度
を
落
と

し
て
い
る
し
、
清
張
も
、
踏
切
で
電
車
の
通
過
を
待
っ
た
り
し

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
二
年
だ
と
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
西
鉄
香
椎
駅
の
踏
切
に
は
遮
断
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
し
、

箱
崎
宮
前
駅
と
箱
崎
松
原
駅
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
昭

和
二
九
年
三
月
に
、
宮
地
岳
線
の
起
点
は
競
輪
場
前
へ
と
移
り
、

新
博
多
・
箱
崎
宮
前
・
箱
崎
松
原
の
各
駅
は
、
福
岡
市
内
線
に

移
管
さ
れ
て
電
停
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
時
に
、
福
岡
市
内

線
が
競
輪
場
前
ま
で
直
接
乗
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
博
多

と
千
代
町
に
亘
り
線
が
建
設
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
昭
和
三
二
年
を
舞
台
と
す
る
『
点
と
線
』
で
は
、

鳥
飼
重
太
郎
が
、
奇
妙
な
行
動
を
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
鳥
飼
重
太
郎
の
乗
る
西
鉄
電
車
は
、
昭
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和
九
年
頃
の
福
博
線
・
宮
地
岳
線
な
の
だ
。
だ
か
ら
、
西
鉄
香

椎
駅
の
踏
切
な
ど
気
に
し
な
い
し
、
香
椎
へ
行
く
の
に
、
つ
い

箱
崎
電
停
で
降
り
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
昭
和
三
二
年
の
宮
地

岳
線
に
、
箱
崎
宮
前
駅
は
存
在
し
な
い
の
で
、
い
き
お
い
一
七

〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
競
輪
場
前
駅
ま
で
、
歩
い
て
乗
り
換
え
る

羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

文
学
の
中
の
レ
ゲ
ン
ズ
タ
ウ
フ

―
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
と
『
鉄
道
事
故
』

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ウ
ィ
ッ
テ
ル
ン

　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
直
線
で
約
二
〇
〇
km
北
に
進
み
、
レ
ゲ
ン

ズ
ブ
ル
ク
か
ら
レ
ゲ
ン
川
に
沿
っ
て
少
し
上
流
へ
溯
る
と
、
レ

ゲ
ン
ズ
タ
ウ
フ
（Regenstauf

）
と
い
う
、
人
口
一
万
五
千

人
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
町
が
あ
る
。
こ
の
町
は
全
国
紙
の
新
聞
に

登
場
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
レ
ゲ
ン
川
の
両
岸
に
横

た
わ
る
野
趣
に
富
ん
だ
風
景
は
、
ド
イ
ツ
の
詩
人
の
帝
王
、
ヨ

ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
テ
（
一
七
四
九
―

一
八
三
二
）
を
強
く
惹
き
つ
け
た
。
ゲ
ー
テ
は
一
七
八
六
年
、

イ
タ
リ
ア
へ
出
発
し
た
翌
日
に
、
レ
ゲ
ン
ズ
タ
ウ
フ
を
通
過
し

た
。
彼
の
旅
行
日
記
『
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
の
九
月
三
日
に
は
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
明
る
く
な
る
頃
に
は
シ
ュ
ワ
ー

ネ
ン
ド
ー
フ
と
レ
ゲ
ン
ズ
タ
ウ
フ
の
間
に
い
た
が
、
こ
こ
で
農

地
の
良
い
方
向
へ
の
変
化
に
気
づ
い
た
。
も
う
山
塊
の
風
化
で

は
な
く
て
、
肥
沃
で
雑
多
な
土
壌
だ
。
レ
ゲ
ン
川
は
、
古
代
か

ら
ド
ナ
ウ
川
の
干
満
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
貯
水
池
の

よ
う
な
役
割
を
は
た
し
た
地
域
が
、
現
在
の
農
業
の
基
盤
と
な
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